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　 0　 は じめ に

　r金 剛頂経』
1）は 四 大 品 と流通分 とに よ っ て 構 成 され て い る 経 典で あ る 。 降三 世

品は 四 大品 の 中 、 金剛界 品の 次 に説かれ る 金剛部 の 章で あ り、 十種の 曼荼羅儀軌

を説 く。 日本伝来 の 金剛界九会曼荼羅に はその
一

部が 画か れ て い る 。 降三 世品の

曼荼羅の 特徴 として 、 金剛界品の 現 図曼荼羅 にお ける金剛薩垣 の 位置が 降三 世 明

王 として 画か れ て い る 。

2）

　伝統的 に こ の 位置 は 「降三 世 明王 」 で ある とされ 、 降三 世 品の 主 尊 もまた 降三

世 明王 で あ る と理解 され る 。 しか し厳密 に経典 を見 る上 で 降三 世 品の 主 尊は金剛

手 菩 薩 で あ り、
「降 三 世」 と い う単語 を尊 格 の 名称 と して 説 い て い ない

。 また

「明王 」 とい う尊称 も主尊 に対 して用 い て は い ない 。

　本稿 で は 『金 剛頂経』 に お ける 「降三 世」 と 「明王 」 につ い て 考察 し、 降三 世

品の 主尊が如何 な る もの で あ る か 明 らか に した い
。

　1　降三 世品 の概要

　降三 世 品 の 梵題 は
“
Sarvatathagatavajrasamayo　nama 　mahakalparajab

”

で ある 。

降三 世 品に おける 十種 の 曼荼羅儀 軌の うち 、 主 に 物語 が説 か れ る の は 「降三 世大

曼荼羅広大儀軌」
3）と 「三 世輪大曼奈羅広大儀軌」

4）で あ る 。 今 回 は金 剛界九 会曼

荼羅に も含 まれ て い る 「降三 世 大曼荼 羅広大儀軌」 を中心 に考 察 して い く。 先 ず

こ の 儀 軌の 構 成 は 次 の 通 りで あ る 。

　［
一

］最勝 曼荼羅王 の 三 摩 地

　［二 ］図絵 曼荼羅 と入壇作法

　［三 ］悉地智

　［四 ］四種印智

　［五 ］諸儀 則類

　儀軌に よっ て多少 の 差違 は あ るが 、 降三 世 品に 限 らず四大品で は 概ね 同様の 構

造 を して い る
5）

。
こ の うち物語が説か れる の は ［

一
］最勝 曼荼羅王 の 三 摩地で あ る 。
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こ れ を更に細分 化す る と次の 通 りで ある 。

　（1）〔百八 名勧 請〕

　 （2）〔金 剛手の 変現〕

　 （3）〔大 自在 天 と論争、終命〕

　 （4）〔諸天 の 降伏〕

　（5）〔大 自在天 の 救済 、 降伏 〕

　（6）〔三 界諸 天 の 入壇 灌頂〕

　 （7）〔諸鬼等の 降伏〕

　そ の 内容は 、 金剛手菩薩が
一

切如来に よ っ て 勧請され 、 忿怒の 相 をと る もの と

な り、 剛強 難i化 の 諸天等 を降伏す る とい うもの で あ る。 特 に 自身を 「三 界主 宰

（trail・kyadhipati）」 と称 す る大 自在天 と対 峙す る様 子が 中心 とな っ て説 か れ て い る 。

大自在天 は金剛 手に三 宝帰依す る よ うに促 さ れ る も拒 み続 け、最 終 的に は心 真言

に よ っ て 地 に伏する もの とな っ て 降伏 され る 。 こ の 時の 真言 は、 現行の 次第に あ

る降三 世 明王 の 大呪 と して 知 られ て い る もの で ある6＞
。 その 後、 大自在天 は蘇 生

され 三 宝 に帰依する もの とな り、 灌頂 を受け て 曼荼羅 に入 る 。 大 自在天 を除 く諸

天の 降伏 も、 省 略的で はあ るが 概 ね 同様 で あ る 。 また 三世輪大 曼荼羅儀軌 に お け

る物 語 は 、 降三 世大曼荼羅儀軌 の 続 きか ら説かれ る の で は な く、 大自在天 を蘇生

する様子を再説す る箇所か ら説か れ て い る 。

　降三 世 品 の 物語 の 大 本 に な っ て い る は 、
『VamanaPurpma』 や 『Devimdhat−

my α』 とい っ た イ ン ド神 話 を逆転 した もの で あ る こ と は 既 に 周 知 の 通 りで あ

る 。

7）

　以 上 が 降三 世 品の 概 要で ある 。 簡略 で は あ るが 、 や は りこれ らの 中に お い て 主

尊が 「降三 世明王 」 は疎 か 、
「降三世 」 と も 「明王 」 とも呼称 される こ とは ない

。

しか し、 品題 が 降三 世 品で あ る 以上 、
『金 剛頂経』 にお い て 「降三 世」 たる もの

が 如何 なる もの で ある か 、 また 「明王」 に つ い て も明確 に しな けれ ば な らな い 。

　2　主尊 の 変現 と尊容

　次 に 降三 世 明王 と 目され る 主尊の 金剛手菩薩に つ い て み て い く。 仏教史に お け

る金 剛手 の 起源 や 変遷 につ い て は既 に 多 くの 研究 な され て い る た め 8）
、 こ こ で は

降三世 品 に おけ る 金剛手の 様相 に つ い て み て い きた い 。

　先ず、 最 初 に 百 八 名 を もっ て 勧請 され る の は
“Sarvatathagatamahacakravar一
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tin
”
とい う名称 の 尊格 で ある9）

。 内容か らこ の 尊格が金剛手で あ るこ とは確 かで

あり、 金剛手に は転輪王 と して の 特性 も併せ 持 つ こ とが 伺 える 10）
。

　勧請を受け終わ っ た金剛手は大 自在 天 を降伏す る にあた り、
一

切如来の 心真言

に応え 、 忿怒の 相 を した執金剛 と して 出生 する 。 こ こで 用 い られ る
一

切 如 来の 心

真 言 は 、 現行の 次第にお ける降三 世明王 の 小 呪の 基 とな っ て い る もの で あ る 11）
。

出生 した金剛手の 様相 を次の よ うに説か れ て い る 12）
。

　　こ の 心 真言が 出る や否 や 、 金 剛手の 心金剛 か ら実 に か の 世尊持金 剛は 、 普 く

　　光焔 を有 し、 眉 間 に皺 を寄せ 、 眉 を顰 め 、 額 に皺 を寄せ 、 怖 しい 牙 で 畏怖す

　　 る面 に して 、 金剛 の 鉤 ・剣 ・索 な ど、 金剛火焔 に照 らされた武器 を手 に し、

　　種々 の 色 の 装飾 と種 々 の 衣服 を身に纏 っ た金剛手の 姿 を生 じ…

こ の よ うに忿怒 の 相 を と り降伏 に赴 くの で ある 。 また 図絵曼荼羅の 段 に おい て 金

剛手を次 の ように画 くよ う説かれ て い る 。

13）

　　そ の 中央に大薩堙 で あ る 金剛手 を画 くべ し。 大青蓮華 を好む もの で あり、 金

　　剛の よ うに 堅 固な フ
ー ン とい う怒 りの 声 を発す る もの で あ り、 怖 ろ しげ な牙

　　 を口か ら出す もの で あ り、 忿怒 と笑の 面 を もつ もの で あ り、 弓を射る姿勢が

　　完全 な もの で あ り、 輝 く焔 を放 つ もの で ある 。

　　左足 は 踏み 出 しそ れ に よ っ て 大 自在 天 を踏 み 、 右足 は鳥摩后 の 胸 に 置 くよ う

　　 に描 くべ し。

降三 世明王 の 尊容に は 幾 通 りかの 種類 が ある こ とは周知の 通 りで あるが 、 こ れ ら

の 記述に よれ ば 、 三 面以上 あ り、 弓 を射る姿勢 とい うこ とか ら弓を持 っ て い る こ

と 14）
、 焔を放つ か若 し くは背負 っ て い る こ と 、 大 自在 天 と烏摩后 を踏ん で い る こ

と等が確認す る こ とが で きる 15）
。 現図の 降三 世大 曼荼羅 と画 か れ る位置の 違 い は

あ る もの の 、 金剛手に相当する尊格 にお い て は 、 経典 と粗一 致す る 尊容が 画か れ

て い る 。

　胎 蔵曼荼羅の 持明 院 にお い て も 「降三 世尊」 が画 か れ て い るが 、 金 剛界 の よ う

に何者か を踏む姿で は ない 。 後に も触 れ るが 、 金剛界 の 金 剛手 と胎蔵曼荼羅の 降

三 世尊 を同
一

の 尊格で あ る と解釈 して しまうの は些 か問題 が あろ う。

　で は 、 果 た して 『金 剛頂 経』 の 降三 世 とは如何 な る もの で あ る か探 っ て い きた

い o
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　3　降三 世 （Trilolavijaya）の 解釈

　次 に 『金剛頂経』 に お ける 「降三 世」 に つ い て探 っ て い きた い
。 先述 した よ う

に 、 経 典 中 にお い て 金剛手が 降三 世 （Trilokavjaya）とは 呼称 され ない
。 しか し品題

が 「降三 世 品」 で ある以上 、
「降三 世」 は当然経 典 中 に説か れ て お り、 その 用例

と して 次の 二 点が あげられ る 。

例 1図絵曼荼羅
16）

　　　idapp　sarvatathagatamahavajrasamayabhatarp ／

　　　trilokavijaya卑 　nama 　mahatnandalam 　abha ＄at／／

例 2 四種 印智 17＞

　　　bahuvajrarロ samadhaya 　kani＄thafikuSa　bandhita／

　　　trilokavijaya　narna 　tarjanldvayatarjani 〃

　例 1 は曼荼羅の 名称 と して 、 例 2 は 印契 の 名称 と して
“
trilokavijaya

”
が 用 い ら

れ て い るの で ある 。 この よ うに経典中に おい て 「降三 世」 は 、 曼荼羅や 印契の 名

称 と して は説 くもの の 、 尊格 の 名称 と して は 説か れ て い な い
。

　そ もそ も降三 世
“
trilokavijaya

”
とは何で ある か 。

“

trilokavijaya
”
とい う単語 は 、

triloka／vijaya の 複合 語 で 成 り立 っ て い る 。

“

vijaya
”

とい う語 は 4jiか ら派生 した

語 に 接頭辞 vi一が 附属 した もの で 、
「打 ち勝 つ こ と」 「破壊す る こ と」 等を意味 し、

漢訳 に お い て は 「降伏」 と訳す の が
一 般 的で あ る 。 何 に打ち勝 ち破壊 す る の か と

言 え ば 、 それ は三 世で ある が 、 果 た して 「三 世 」 と は何 で あ る か 。

　 3 −2　三 世の 解釈

　経典 の 内容 か ら して 、 降伏 される の が 大自在天 を始め とす る 諸天 で ある か ら し

て 、
「三 世」 が それ らを示 す こ とは 明 らか で ある 。 経典 中に お い て 大 自在 天 は 自

身を 「三界 主 宰 （trail。kyadhipati）」
18＞と称 して い る こ とか らも相 違 ない

。

　で は 、 大 自在天 を主宰 とす る 「三 世」 とは何 か 。

一
般 的に 「三世」 と言 えば過

去 世 ・現在 世 ・未来世 の こ とで あるが 、 漢訳 で は 「三 界」 と訳す こ とも多 く、 そ

れ で は欲界 ・色界
・無色界 を指す こ とに な り、 大 き く意味が異な っ て くる 。 経典

中 に お い て その 何 れ で あ るか を探 る こ とは 困難 で あ る が 、
『金剛頂経』 の 註釈書

の
一

つ で ある Sakyamitra 著 の 『Kosaldilamhara』 に は 次 の よ うな解 釈 を行 っ て

い る 。

19）

（4 ）
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　　「三 世」 と説 い て い る の は、 世 問的 な相 と して 、 地下 世 間 と地上 世間 と天世

　　間で あ り、 それが三 世 で ある 。 その 三 世自体にお い て三世 の 主 と成 っ て い る

　　 もの で あるか ら三 世主 で あ り、 地下世 間 の 主 は帝釈天 と毘紐 天で あ る 。 地上

　　世 間の 主 は大 自在天 で あ る。 天 （世間の 主）は梵天で ある 。

　 こ の 釈に よれば 、 三 世 とは 地下 ・地上 ・天 の 三 つ の 領域 で ある と して い る 。 ま

た そ れ ぞ れ の 主 （adhipati ）と して 地下 の 主 は帝釈天 と毘紐天 、地上 の 主 は 大 自在 天 、

天の 主 は梵天 で あ る と して い る 。 あ ま り馴 染み の な い 解釈 で あ るが 、 こ の 三 世 を

地 下 ・地上 ・天 と す る 説明 は、 Candra　Das “ TIBE 　T　4N −ENGLISII 　1）rc　TfoAr−

AR 　y ’ 20）
や 『格 西 曲札 蔵文辞典』

21）な ど辞書類 にお い て も、 典拠 は記 されて い な

い もの の 同様 の 説 明が されて お り、

一
応 は通説 の よ うで ある 。

『格西 曲札 蔵文辞

典』 で は 、 他に も 「三 世」 「欲界 ・色界 ・無色界」 で ある とも説明 して い る
22）

。

　 また 経典は異 な るが 、 降三 世 尊 を説 く 『大 日経』
23）の 註釈書で ある 『大 日経疏 』

に は次の ような解釈が されて い る 。

24）

　　所謂三世者 。 世名貪瞋癡 。 降此三毒名降三 世 。 又 由如過去貪故今受此貪報之

　　身 。 復生 貪業受未来報 。 三毒皆爾 。 名為降三 世也 。

　　復 次三 世者名為三 界 。 謂毘盧遮那 如来 。 始従有頂迄至下 地 。 従上向下相 次 。

　　一 一 天處皆化 。 化無量眷属 大天 之 主 。 今勝彼天 百 千萬倍 。 彼 怖未曾有 。 更 有

　　何衆生而勝我耶 。 乃至 以法而降伏 之 。 即次第而下 。 以 能降伏三 世界主故 。 名

　　降三 世 明王 也 。

　 こ の 中 で は 降三 世 に対 して 二 つ の 解釈 が 示 され て い る 。

一
つ は三 世を三 毒 と置

き換 える もの で あ り、 もう一 つ は三世 を三 界 と解 して 有頂か ら下 地 に至 る まで の

天処を化 して 、 三 世界 主 を降伏 す る故に 降三 世 明王 で ある とする もの で ある 。

　
一

つ 目の 三 毒 と し 、 こ れ を降伏す る 故に 降三 世 とす る解釈 は 一 般的 に も広 く知

られて い る もの で ある 。 しか し飽 くま で この 解釈は 『大 日経』 に依 る もの で あ る

か ら、 その まま 『金 剛頂経』 の 降三世 に 当て は め て しまうの は早計で ある 。 そ も

そ も 『金剛頂経』 にお い て 、 金剛手が三 毒を 降伏す る とい う場面 は説か れ て い な

い 。 尤 も大 自在天 そ の もの が 三 毒の 顕現 で ある と言 え な くも ない が 、
『大 日経』

とで は尊像 ・真言 ・種子 な ど異な る点が 多い 。

　二 つ 目の 三 世 を三 界 とする解釈で あるが 、 先の 辞典 に もあ る よ うに 三 世 は 三界

と も訳 せ る 。 事実 、 施 護訳 で は
“

triloka
”

の 訳 が 「三 世」 「三 界」 と混 同 しお り、

特 に 区別 して い る よ うに は見受けられ ない
。

「有頂 よ り下地 に至 る まで 」 や 「三

（5 ）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

智 山学報 第六十 二 輯

世界主 を降伏す る故 に降三 世明王 とす る」 とあ る が 、
『大 日経』 に 「三 世界 主 」

は説 か れ て お らず 、
『金剛頂経』 の 内容 に則 した もの で あ ろ うと推測 さ れ る 。 何

故 『大 日経』 の 註釈書 に 『金 剛頂経』 に 即 した説明が され て い るの か と言 えば 、

口 述者 で あ る善無畏 三蔵が 『金剛頂経』 に も精通 して い た こ とが 理 由と して あ げ

られ る 。

　以上 、 三 世 の 解釈 を見 て きたが 、 そ れ ら をま とめ る と少な くと も四 種 の 解釈が

ある と考 え られ る 。

　 （1）．過去 世 ・現在世 ・未 来世

　 （2）．欲界 ・色界 ・無色界

　 （3）．貪 ・瞋 ・癡

　 （4）．地下 ・地 上 ・天

　こ の 何れか の 主宰が 大自在天 で あ る 。 先 ず （1）で ある が 、 こ れ は時間軸 の こ と

で あるが 、 大自在天 が それ を超越 して い る 主宰 と して あり得 るの か 。 （2）につ い

て 、大 自在天 は色界の 主 で ある と され るが 、 果た して欲界 と無色界 も含 まれ るの

か 。 （3）に つ い て は先述 した 通 りで あ る 。

　結 論 と して 降 三 世 の 「三 世」 と は 、 『Kosaldilamhara』 に あ る ［地 下 ・地 上 ・

天 ］とす る の が 最 も適 した解釈 で あ る と考 え られ る 。 消去 法で あ り、確 証 的 な 資

料が 多 くある わけで は な い が 、
『金 剛頂経』 の 註釈書 の 釈 で ある こ とか ら も、 最

も有力 と して 考え られ る 。 よ っ て 『金 剛頂 経』 の 「降三 世」 とい うは 「［地 下 ・

地上 ・天 ］の 主宰で ある大自在天 を降伏 す る」 と解釈する もの で ある 。

　4　明王 （Vidyaraja）の 解釈

　先 に 述 べ た が 、
『金 剛 頂経』 降三 世品の 主 尊で あ る 金 剛手 は 「降三 世」 と も

「明王 」 と も尊称 され て い ない 。 で は 何 故 、 降三 世 品 の 主 尊が 明王 で ある と理解

され て い る の か 。

　現在 、

一
般 的に 明王 と言 えば 、 尊格 の 種類 と して 如来 ・菩薩 ・明王 ・天 とい う

四 つ の グル ー プ に 分 け られた もの の
一 つ と して 考 え られ て い る 。 そ の 明王 と して

の 尊格群が 成立 す る た め の 条件 と して 頼富本宏氏 は 次の 四 つ の 条件 を挙 げて い

る 。

25）

　（1）．特定 の 真言 ・陀羅尼 を持 つ こ と。

　（2）．威力 を表すた め に原則 と して忿怒尊で ある こ と。

（6 ）
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　 （3）．特定の ヒ ン ドゥ
ー
尊 を降伏す る こ と 。

　 （4）．仏教 の ある尊格の 化身で あ る こ と 。

　 また 、 こ れ らの 条件 は
一

つ の 尊格 にすべ て 完備 され て い るわ け で は な い が 、 少

な くと も二 つ の 条件は満た して い る と して い る 。 こ の 条件 の もと 、
『金 剛頂経』

の 金 剛手 は 如何 で あろ うか 。

　 （1）．につ い て は、 降三世の 真言 として 先述 した大呪 と小呪の 心真言が あり、 現

行の 次第類 に お い て も広 く普及 して い る 。 そ もそ も密教の 尊格 に お い て そ の 殆 ど

が真言 陀羅尼 を有 して い る と言 っ て もよい 。 （2）．に つ い て は先述 した よ うに 、 金

剛手は 降伏する ため に忿怒 の 相 をと り出生 して い る 。 （3）．に つ い て は周知の 通 り

大 自在 天は シ ヴ ァ 神の こ とで ある 。 図絵 に関 して 言 えば烏摩后 も降伏 して い る 。

他 に も経 典 中 に おい て 金 剛手 に 降伏 され る諸 尊に は、 ヒ ン ドゥ
ー
教 を代表する

神 々 が 多 くい る 。 （4），につ い て は 、 金 剛手は忿怒 の 相 を と り、三 面六 臂、若 し く

は 四面八 臂 と な る 。 尤 も経典 に忠実 に沿 っ た場合 、 菩薩か ら明王 とな る記述 は な

い 。

　以上 の 条件 に 『金 剛頂経』 の 金剛手は粗全 て に 該当する 。 しか し明王 の 成立 条

件で あ る の に 「明王」 と呼称 され ない とい うこ とで ある 。
つ ま り金剛手が 明王 に

なる と される の は 『金 剛頂経』 以後 とい うこ とに な る 。

　 しか し こ こ で
一

つ 注意 しな けれ ばな らない の が 、
『金剛頂経』 に お い て 「明王 」

と呼称 され る尊格が 全 く存在 しない の で は な く して 、 別 に存在 して い る とい うこ

とで あ る 。 それ は次 の 通 りで あ る 。

26）

　　tad　yatha 　MaheSvaraya 　Krodhavajrab／Narayapaya　Mayavajrab／

　　Sanatkumaraya　Vajragharptah／Brahmarpe　Maunavajrah／

　　Indraya　Vajrayudhab／iti　vidyarajanakah 　ity　abhi §iktab／／

　 こ れ は金剛手が降伏 した諸 天の 内 、 大 自在天 を含む三 界の 主宰 らに金剛名灌頂

を与え る場面で ある 。 その 灌頂名 と して 「明王 （Vidyaraja）」 が 説か れ て い る の で

ある 。
こ の よ うに 『金剛頂経』 に おい て 明王 とい う尊格 は 、 主尊で は ない 異 なる

位置に確立 され て い る 。 また こ れ らの 明王 は 「明王 成立 の 四条件」 には 当て は ま

らな い 。 乃 ち、現代 に お ける 明王 の 理 解 と 『金 剛頂経』 に お ける 明王 とで は 解釈

に違 い が あ る 。

　仏教 史 にお ける 明王 の 成立 過程 の 全 て は必 ず し も明 らか とな っ て い な い
。 漢訳

圏に お ける 『菩提場所説
一

字頂輪王 経』 や 『蘂 咽耶経』 に おい て は真言 の 偉 大性

（7）
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を表す言葉 と して 「明王 」 が 用 い られ て い る27）
。 また それ らが 忿怒尊の 真 言 と し

て 用 い られ て い る こ とは注 目 され る 。
『蘇悉地羯 鑼経』

28）に お い て は 「明王」 を尊

格 と して 捉 え られて お り、 こ の 時点で は既 に 明王 が尊格 と して確 立 して い る 。

　 また イ ン ドに お い て 、 特殊 な明呪 を持 つ 者 （Vidyadhara）を崇め る 呪力信仰が あ

り、 そ の 王 者 （rajan ）が 明王 で ある とい う。 胎蔵 曼荼羅 にお い て 持 明院 に属 する不

動尊 や勝三 世 （降三 世）が明王 と なるの は こ の 影響が あ るか らで あ ろ う。 尤 も両尊

と も 『大 日経』 に おい て は 「明王」 とは尊称 されず 、
『大 日経 疏』 にお い て 「明

王」 が付 され る よ うに なる 。

　 しか し 『金 剛頂経』 にお け る 明王 （三 界主）の 位 置は 、 こ れ らの 展開 と は異 な っ

た 不規 則 な もの で あ る 。 頼 富氏 は明王 に も多様 性 があ る と され て い るが 29）
、

『金

剛頂 経』 に お い て は 三 界主 の 灌頂 名 と して 明王 が 確立 して い る 以 上 、 そ れ を降伏

した主尊 の 金剛 手が 同 じ明王 とは な らない
。

　後の 時代 の 解釈 と して 、
『金剛頂 経』 に 説 か れ る 金剛手が 菩薩か ら明王 と なる

こ とは確か で 今に至 る わ けで ある が 、 忠実 に 経典 を解釈 した場合 に は 明王 とい う

尊格 に注意 を払 わ なけれ ば な らない
。

　5　結び と して

　以上 、 降三 世 品 にお ける 「降三世」 と 「明王 」 の 考 察 を試 み て きた 。 降三 世 曼

荼 羅の 主尊 を伝統 的 に は降三 世 明王 とす る が 、 原典 に あた り探 っ た 場合 、 厳 密に

言 えば降三 世明王 とい う尊格 は説 か れ ない
。

　「降 三 世 」 に 関 して は 、 経典 中 、 曼荼羅 や 印契の 名称 と して 用 い られ るの み で

あ る 。 また 「三 世」 に様 々 な解釈 が あ る 中で 、 少 な くと も 『金剛頂経』 に 限 っ て

は ［天
・地上 ・地下 ］の 三 つ の 領域 の こ とで あ り、 そ の 主宰 と して 大 自在天 を指 す

もの で あ る 。

　「明王」 に 関 して も、
『金剛頂経』 に おい て は三 界主 らの 灌頂 名 と して 確立 され

て お り、 主 尊が 明王 と して は成 りえ な い
。

　尤 も 『金 剛頂 経』 成立 後 の 解釈 、 特 に 中国以 降 に お い て 降三 世 品の 金 剛手菩 薩

が 降三世 明王 とな り、 且 つ 降三世 曼荼羅 の 主尊が 降三 世 明王 で ある とい う伝統的

解釈 に異論 を挟 む もの で は ない が 、
『金 剛頂経』 とい う原典解 釈 に お い て の み に

言 及す る な らば 、 や は り 「降三 世 明王 」 とい う名称 の 尊格 は 説 か れ て い ない Q

　最後 に な るが 、 何故降三 世品の 主尊が 降三 世 明王 と して 理解 させ る よ うに な っ

（8）
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た の か 。

　品題 と主尊の 関係 につ い て 言 えば 、

一
切義成就 品 を挙 げ る こ とが で きる 。

「一

切 義成 就」 とい う名称 は金 剛界如 来 （大 日如 来）の 前 身で あ る 「一 切 義成就菩 薩」

と して 明 らか に尊格 と して登 場す る
30）

。 しか し同一 の 名称を持つ 一切 義成就品に

一
切 義成 就 菩薩 は 登 場 せ ず 、 主尊 も虚 空 蔵菩薩 で あ る 。

一
切義成 就 品 の 品題

“
Sarvarthasiddhi

”
は 「一 切義成就菩薩の 章」 で は な く、 あ くまで 内 実 に沿 っ て

「あ らゆ る 利益 を獲得する章」 と解釈 され るべ きで あ り、 品の 名称が その ま ま主

尊の 名称 へ とは結びつ か ない
。 降三 世 品 も同様で ある 。 主尊は あ くまで 金 剛手菩

薩で あ り、 品題
“Trilokavijaya”

も 「降三 世 明王 の 章」 で は な く、 内 実に 沿 っ て

「三 界主で あ る大 自在 天 を降伏 す る 章」 と解釈 す る べ きで ある 。 曼 荼羅 や 印契 の

名称 と して の 「降三 世」 も同様 に解釈 され る 。

　後の 解釈 にお い て 降三 世 明王 と して取 り上 げ られる よ うに な っ た の は 、 や は り

『大 日経』 に お い て 降三世 が 尊格 と して説か れ 、
『大 日経疏』 に お い て は 降三 世 明

王 として 解釈 して い る こ とが要因 として 考 え られ る 。 降三 世 品は そ れ に影響 を受

け 、 同名の 品題で あっ た こ とか ら主尊が 降三 世明王 に な っ た と推測 され る 。

註
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『金剛頂経』 降三 世品にお ける 降三世 と明王 に つ い て （宮坂）

　　　　　寂黙金剛 。 帝釈天 号金剛器仗 。 如是等五 。 即金 剛灌頂明王 。

27）　『大正蔵』 18，No897，　p．763a．

　　　　　輪王佛頂一字真言 。 是其佛部明王 。 高頭大尊十字真言 。 是蓮華部明王 。

　　　　　嚶婆忿怒其彼真言有吽發字 。 是 金剛部明王 。 其軍荼利 尊通是 三 部明王 。

　　 『大 正蔵』 19，No950196c ．

　　　　　秘密主此明王 。 能生不思議威徳 。

28） 『大 正蔵』 18．　No893 ．「無能勝 明王 」（p．625a．）、「馬頭 明王」（p．627c．）等 、 漢訳 で は

　　尊格 と し て 「明王 」 が 訳 さ れ て い る 。 しか し蔵 訳 （D ．No807 ，　wa ）に お け る
“
rig

　　sngags 　rgyar （明王 ）は尊格か 明呪 で あ る か の 判断が難 しい 。
「馬頭 明王 」 の 箇所で

　　は
“

rig　sngags 　rgyal 　dang　rta　mgrin 　dang
’
（明王 と馬頭 と）と並列 に訳 され て い る 。

29）　「五 大明王 の 成立 と展 開」（『山崎泰廣教授古稀記念論文 集 ：密 教 と諸文化 の 交流』

　　永田 文昌堂、1998）p．238．

30）　§18
〜．

〈キ ー
ワ

ー
ド〉金剛頂経 、 真実摂経 、 降三 世、明王、曼荼羅、主導

（11）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


